
                行列方程式 
◇行列方程式をケーリー・ハミルトンの定理で次数下げし １次の方程式に帰着 
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[行列と係数比較] （誤） A ：２次の正方行列 ， ',',, qpqp R� のとき 

EqApqEpA '' � �  �  '' qqpp  �  

（正） A ：２次の正方行列 kEAz  ， ',',, qpqp R� のとき 
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(誤) A ：２次の正方行列 ',',, qpqp R� のとき 
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求める解を kEA  のものと それ以外のものと
で分けて求めることにする   


